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は
じ
め
に

　

杜
甫
の
詩
に
は
、
果
実
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
と
り
わ

け
晩
年
の
作
品
に
は
、
ミ
カ
ン
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
、
現
代
の
日
本
で
も

身
近
な
果
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る㊀。
こ
こ
に
取

り
上
げ
る
「
又
呉
郎
に
呈
す
（
又
呈
呉
郎
）」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
〇
、

中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）㊁に
は
、
棗ナ
ツ
メ

が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

１
堂
前
撲
棗
任
西
鄰　

堂
前
に
棗
を
撲う

つ
は
西
鄰
に
任
す

２
無
食
無
児
一
婦
人　

食
無
く
児
無
き
一
婦
人
な
り

３
不
為
困
窮
寧
有
此　

困
窮
の
為
な
ら
ず
ん
ば
寧
ぞ
此
れ
有
ら
ん
や

４
祗
縁
恐
懼
転
須
親　

祗
だ
恐
懼
に
縁
り
て
転
た
須
く
親
し
む
べ
し

５
既
防
遠
客
雖
多
事　

既
に
遠
客
を
防
ぐ
は
多
事
な
り
と
雖
も

６
便
挿
疏
籬
卻
任
真　

便
ち
疏
籬
を
挿

さ
し
は
さ

ま
ば
卻
て
任
真
な
り

７
已
訴
徵
求
貧
到
骨　

已
に
訴
う
徵
求
に
よ
り
貧
は
骨
に
到
る
と

８
正
思
戎
馬
涙
盈
巾　

正
に
戎
馬
を
思
い
て
涙
巾
に
盈み

つ

　

本
詩
は
、
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
杜
甫
、
五
六
歳
の
秋
に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
杜
甫
は
こ
の
三
年
後
、
五
九
歳
で
死
去
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
は
晩
年
の
作
品
に
該
当
し
よ
う
。
本
詩
は
虁
州
（
四
川
省
）
の
東
屯
で

作
ら
れ
た
。

　

杜
甫
は
、
こ
の
詩
を
書
く
前
に
、「
呉
郎
」
と
い
う
娘
婿
と
思
し
き
人

物㊂に
、
東
屯
か
ら
ほ
ど
近
い
、
瀼
西
と
い
う
場
所
に
あ
っ
た
自
分
の
家
を

譲
っ
て
い
る
。
杜
甫
は
、
瀼
西
に
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
果
樹
園
を
構
え

て
お
り
、
こ
こ
で
、
ミ
カ
ン
畑
を
中
心
に
ウ
メ
や
ス
モ
モ
・
モ
モ
・
ナ
ツ

メ
・
ク
リ
を
栽
培
し
て
い
た㊃。

　

こ
の
詩
の
内
容
は
、
西
隣
に
住
む
婦
人
が
、
娘
婿
に
譲
っ
た
土
地
に
実

を
結
ん
で
い
る
ナ
ツ
メ
を
く
す
ね
て
い
く
こ
と
を
大
目
に
み
る
よ
う
に
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

杜
甫
が
、
呉
郎
に
対
し
て
ナ
ツ
メ
を
く
す
め
て
い
く
の
を
見
逃
せ
と
告

げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
婦
人
に
息
子
が
い
な
い
こ
と
、
ま
た
食
べ
物
に
困

窮
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
重
税
と
戦
乱
に
起
因
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
詩
か
ら
は
、
隣
人
に
対
す
る
杜
甫
の
優
し
さ
が
伝
わ
っ

て
こ
よ
う
。
た
だ
、こ
の
詩
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

食
べ
物
に
不
自
由
を
し
て
い
る
婦
人
は
ナ
ツ
メ
で
空
腹
が
満
た
せ
る
の

杜
甫
「
又
呈
呉
郎
」
の
棗
に
つ
い
て

大　
　

橋　
　

賢　
　

一
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か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ナ
ツ
メ
の
果
実
に
つ
い
て
は
「
果
実
は
長
さ
約

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
で
中
に
紡
錘
形
の
大
き
な
核
が
あ
り
、
暗

紅
色
に
熟
し
甘
酸
っ
ぱ
い
味
が
す
る
。
生
食
す
る
ほ
か
、
乾
果
や
砂
糖
漬

に
し
て
か
ら
干
し
た
蜜
棗
が
愛
用
さ
れ
る
。
漢
方
で
は
果
実
を
解
熱
・
強

壮
剤
に
用
い
る
。
漢
名
、
棗
」（『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
、

二
〇
〇
六
年
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　

ナ
ツ
メ
は
確
か
に
食
べ
物
で
は
あ
る
が
、
果
物
で
あ
っ
て
主
食
に
な
る

と
は
言
い
難
い
。
多
少
の
飢
え
を
し
の
ぐ
こ
と
は
で
き
よ
う
が
、
腹
を
満

た
す
の
に
は
不
十
分
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
杜
甫
の

庭
園
に
は
秋
の
収
穫
物
と
し
て
は
、
ク
リ
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、

栄
養
価
の
高
い
こ
う
し
た
も
の
を
婦
人
に
分
け
る
ほ
う
が
よ
り
適
切
だ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
詩
は
、
杜
詩
の
中
で
も
比
較
的
注
目
さ
れ
て
い
る
作
品
の
一
つ
で
、

例
え
ば
、
黒
川
洋
一
「「
又
呈
呉
郎
」
の
詩
に
つ
い
て　

「
既
防
遠
客
雖

多
事
、便
插
疏
籬
卻
任
真
」
考
」（
初
出
は
『
中
国
文
学
報
』
第
二
六
冊
、

一
九
七
七
年
、
の
ち
『
杜
甫
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
七
七
年
に
転
載
）

と
い
う
専
論
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
論
文
に
は
ナ
ツ
メ
に
関
す
る
考
察
は

な
い
。
ま
た
、古
川
末
喜
『
杜
甫
の
詩
と
生
活
』（
二
〇
四
～
二
〇
九
頁
、

知
泉
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
は
本
詩
を
収
め
、
現
代
語
訳
な
ら
び
に
鑑
賞

文
を
附
し
て
い
る
が
、
ナ
ツ
メ
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
中
国
の
古
典
一
般
に
お
け
る
ナ
ツ
メ
を
概
観

し
、
続
け
て
杜
詩
に
み
え
る
ナ
ツ
メ
を
検
討
し
、
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
た

い
。
ま
た
、
杜
甫
以
前
の
古
典
詩
に
お
け
る
ナ
ツ
メ
の
描
か
れ
方
を
概
観

し
、「
又
呈
呉
郎
」
で
ナ
ツ
メ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
効
果
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

Ⅰ　

中
国
古
典
に
み
え
る
ナ
ツ
メ

　

ナ
ツ
メ
は
す
で
に
『
詩
経
』
豳
風
「
七
月
」
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　

六
月
食
鬱
及
薁　

六
月
に
は
鬱
と
薁
と
を
食
ら
う

　

七
月
亨
葵
及
菽　

七
月
に
は
葵あ

お
い

と
菽ま
め

と
を
亨に

る

　

八
月
剝
棗

0

0　
　
　

八
月
に
は
棗
を
剝た
た

く

　

十
月
穫
稲　
　
　

十
月
に
は
稲
を
穫お

さ

む

　

為
此
春
酒　
　
　

此
の
春
の
酒
を
為つ

く

り
て

　

以
介
眉
寿　
　
　

以
て
眉
寿
を
介た

す

く

　

「
鬱
」
は
、ニ
ワ
ウ
メ
の
た
ぐ
い
。「
薁
」
は
、蘡
薁
。
ブ
ド
ウ
に
似
る
。

「
菽
」
は
マ
メ㊄。「
眉
寿
」
は
、長
い
立
派
な
ま
ゆ
。
長
寿
を
意
味
す
る
。

　

本
詩
は
農
事
を
月
毎
に
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
か
ら
八
月
の

仲
秋
に
ナ
ツ
メ
の
実
を
た
た
い
て
落
と
す
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、『
詩
経
』
以
来
、
ナ
ツ
メ
は
秋
の
収
穫
物
の
一
つ
を
象
徴
す

る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。「
眉
寿
を
介
く
」
も
の
は
具
体
的
に
は
こ
こ
で

は
十
月
に
収
穫
し
た
「
稲
」
で
作
っ
た
酒
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
ナ
ツ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
鬱
や
薁
に
も
長
寿
を
保
つ
意
味
合
い
が
含

ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

北
朝
後
魏
・
賈
思
勰
の
農
業
書
『
斉
民
要
術
』
巻
四
・
巻
一
〇
（
繆
啓

愉
校
釈
『
斉
民
要
術
校
釈
第
二
版
』
中
国
農
業
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

に
も
ナ
ツ
メ
の
記
述
が
み
え
る
。
巻
四
に
は「
種
棗
第
三
十
三
」が
あ
り
、
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ナ
ツ
メ
の
種
類
や
栽
培
方
法
に
つ
い
て
、『
爾
雅
』
な
ど
が
引
用
さ
れ
て

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
『
広
志
』
に
「
西
王
母
の
棗
、

大
な
る
こ
と
李
の
核
の
如
し
、
三
月
に
熟
す

0

0

0

0

0

（
西
王
母
棗
、
大
如
李
核
、

三
月
熟
）」
と
み
え
る
一
方
で
、
同
じ
く
同
書
が
引
用
す
る
『
鄴
中
記
』

に
は
「
石
虎
苑
中
有
西
王
母
棗
…
十
二
月
乃
熟

0

0

0

0

0

、
三
子
一
尺
（
石
虎
苑
の

中
に
西
王
母
の
棗
有
り
…
十
二
月
に
乃
ち
熟
す
、三
子
一
尺
）」と
み
え
る
。

先
に
引
い
た
豳
風
「
七
月
」、
及
び
こ
の
記
述
か
ら
ナ
ツ
メ
の
収
穫
時
期

は
晩
春
三
月
、
仲
秋
八
月
、
晩
冬
十
二
月
に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
巻
一
〇
に
は
、『
史
記
』
の
記
述
を
筆
頭
に
ナ
ツ
メ
が
ど
の
よ

う
な
効
用
を
持
っ
て
い
る
の
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

史
記
封
禅
書
曰
、
李
少
君
嘗
游
海
上
、
見
安
期
生
食
棗
、
大
如
瓜
。

　
　

東
方
朔
伝
曰
、
武
帝
時
、
上
林
献
棗
。
上
以
杖
擊
未
央
殿
檻
、
呼
朔

曰
、
叱
叱
、
先
生
来
来
、
先
生
知
此
篋
裏
何
物
。
朔
曰
、
上
林
献
棗
四

十
九
枚
。
上
曰
、
何
以
知
之
。
朔
曰
、
呼
朔
者
、
上
也
。
以
杖
擊
檻
、

両
木
、
林
也
。
朔
来
来
者
、
棗
也
。
叱
叱
者
、
四
十
九
也
。
上
大
笑
。

帝
賜
帛
十
匹
。

　
　

神
異
経
曰
、
北
方
荒
内
、
有
棗
林
焉
。
其
高
五
丈
、
敷
張
枝
条
一
里

餘
。
子
長
六
七
寸
、
圍
過
其
長
。
熟
、
赤
如
朱
。
乾
之
不
縮
。
気
味
甘

潤
、
殊
於
常
棗
。
食
之
可
以
安
軀
、
益
気
力
。

　
　

神
仙
伝
曰
、
呉
郡
沈
羲
、
為
仙
人
所
迎
上
天
。
云
、
天
上
見
老
君
、

賜
羲
棗
二
枚
、
大
如
鶏
子
。

　
　

傅
玄
賦
曰
、
有
棗
若
瓜
、
出
自
海
浜
。
全
生
益
気
、
服
之
如
神
。

　
　

『
史
記
』
封
禅
書
に
曰
く
、「
李
少
君
嘗
て
海
上
に
游
び
、
安
期
生

の
棗
を
食
う
を
見
る
、
大
な
る
こ
と
瓜
の
如
し
」
と
。

　
　

『
東
方
朔
伝
』
に
曰
く
、「
武
帝
の
時
、
上
林
に
棗
を
献
ぜ
ら
る
。

上
杖
を
以
て
未
央
殿
の
檻
を
擊
ち
、
朔
を
呼
び
て
曰
く
、
叱
叱
、
先
生

来
た
れ
来
た
れ
、
先
生
此
の
篋
裏
何
物
か
を
知
る
か
、
と
。
朔
曰
く
、

上
林
に
献
ぜ
ら
れ
た
る
棗
四
十
九
枚
な
ら
ん
、
と
。
上
曰
く
、
何
ぞ
以

て
之
を
知
れ
り
、
と
。
朔
曰
く
、
朔
を
呼
ぶ
は
、
上
な
り
。
杖
を
以
て

檻
を
擊
つ
、
両
木
は
、
林
な
り
。
朔
来
来
は
、
棗
な
り
。
叱
叱
は
、
四

十
九
な
り
、
と
。
上
大
い
に
笑
う
。
帝
帛
十
匹
を
賜
う
」
と
。

　
　

『
神
異
経
』
に
曰
く
、「
北
方
の
荒
内
に
、
棗
林
有
り
。
其
の
高
さ

五
丈
、
枝
条
を
敷
張
す
る
こ
と
一
里
餘
な
り
。
子
の
長
さ
六
七
寸
、
圍

其
の
長
さ
を
過
ぐ
。
熟
せ
ば
、
赤
き
こ
と
朱
の
如
し
。
之
を
乾
す
も
縮

ま
ず
。
気
味
甘
潤
に
し
て
、
常
棗
に
殊
な
る
。
之
を
食
せ
ば
以
て
軀
を

安
ら
か
に
し
、
気
力
を
益
す
べ
し
」
と
。

　
　

『
神
仙
伝
』
に
曰
く
、「
呉
郡
の
沈
羲
、
仙
人
の
上
天
に
迎
う
る
所

と
為
る
。
云
く
、
天
上
に
老
君
に
見
え
、
羲
に
棗
二
枚
を
賜
う
、
大
な

る
こ
と
鶏
子
の
如
し
」
と
。

　
　

傅
玄
の
賦
に
曰
く
、「
棗
有
り
て
瓜
の
若
し
、
海
浜
よ
り
出
づ
。
生

を
全
し
気
を
益
す
、
之
を
服
せ
ば
神
の
如
き
な
り
」
と
。

　

「
安
期
生
」
は
『
史
記
』
楽
毅
伝
や
『
列
仙
伝
』
な
ど
に
そ
の
名
が
み

え
る
、仙
人
の
名
。「
東
方
朔
」
は
前
漢
武
帝
に
仕
え
た
臣
下
で
あ
る
が
、

『
漢
武
故
事
』
に
は
仙
女
西
王
母
の
植
え
た
桃
を
盗
ん
だ
話
が
記
さ
れ
て

お
り
、
後
代
仙
人
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。「
沈
羲
」
も
こ
こ
に
み
え
る
よ

う
に
仙
人
で
あ
る
。
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大
き
さ
が
普
通
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
ナ
ツ
メ
は
、
い
ず
れ
も
神
仙
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
共

通
し
て
い
る
。
以
上
の
記
述
か
ら
は
、
不
老
長
寿
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
は
『
詩
経
』
に
も
暗
示
さ
れ
て
い

た
、
ナ
ツ
メ
が
不
老
長
寿
を
象
徴
す
る
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

　

初
唐
の
代
表
的
な
伝
奇
小
説
『
遊
仙
窟
』
に
も
、
客
を
も
て
な
す
食
材

と
し
て
ナ
ツ
メ
が
描
か
れ
て
い
る
。『
遊
仙
窟
』
は
、
主
人
公
の
張
文
成

が
神
仙
の
洞
窟
に
迷
い
込
み
、
そ
こ
で
二
人
の
仙
女
に
接
待
さ
れ
、
歓
楽

の
一
夜
を
過
ご
す
物
語
で
あ
る
。

　

太
谷
張
公
之
梨
、
房
陵
朱
仲
之
李
。
東
王
公
之
仙
桂
、
西
王
母
之
神

桃
。
南
燕
牛
乳
之
椒
、
北
趙
鶏
心
之
棗

0

0

0

0

0

0

。
千
名
万
種
、
不
可
具
論
。

　

太
谷
の
張
公
の
梨
、
房
陵
の
朱
仲
の
李
。
東
王
公
の
仙
桂
、
西
王
母

の
神
桃
。
南
燕
の
牛
の
乳
の
ご
と
き
椒
、北
趙
の
鶏
の
心
の
ご
と
き
棗
。

千
名
万
種
、
具
に
論
ず
べ
か
ら
ず
。

　

こ
こ
に
は
、
具
体
的
に
、
北
趙
の
鶏
の
心
臓
に
似
た
ナ
ツ
メ
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
仙
界
の
ご
馳
走
の
一
つ
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
な
お
、

収
穫
の
季
節
の
違
う
モ
モ
な
ど
と
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
日

持
ち
す
る
よ
う
に
乾
燥
さ
せ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
に
み
え
る
ナ
ツ
メ
は
い
ず
れ
も
仙
界
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、『
漢

書
』
巻
七
二
、
王
吉
伝
に
は
、
こ
れ
ら
の
ナ
ツ
メ
と
は
異
な
る
描
き
方
が

さ
れ
て
い
る
。

　

東
家
有
大
棗
樹

0

0

0

垂
吉
庭
中
。
吉
婦
取
棗
以
啖
吉
。
吉
後
知
之
、
乃
去

婦
。
東
家
聞
而
欲
伐
其
樹
。
鄰
里
共
止
之
。
因
固
請
吉
令
還
婦
。
里
中

為
之
語
曰
、
東
家
有
樹
、
王
陽
婦
去
。
東
家
棗
完
、
去
婦
復
還
。
其
厲

志
如
此
。

　

東
家
に
大
棗
樹
の
吉
の
庭
中
に
垂
る
る
も
の
有
り
。
吉
の
婦つ

ま

棗
を
取

り
て
以
て
吉
に
啖く

ら

わ
し
む
。
吉
後
に
之
を
知
り
、乃
ち
婦
を
去
ら
し
む
。

東
家
聞
き
て
其
の
樹
を
伐
ら
ん
と
欲
す
。
鄰
里
共
に
之
を
止
む
。
因
り

て
固
く
吉
に
婦
を
還
ら
し
む
る
を
請
う
。里
中
之
が
為
に
語
り
て
曰
く
、

「
東
家
に
樹
有
り
、
王
陽
の
婦
去
る
。
東
家
の
棗
完
く
し
て
、
去
り
し

婦
復
た
還
る
」
と
。
其
の
厲
志
此
く
の
如
し
。

　

こ
の
話
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ナ
ツ
メ
は
、
王
吉
の
一
度
離
縁
さ
れ
て

復
縁
し
た
妻
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ナ
ツ
メ
は
東
隣
に
住
ん
で
い

た
人
の
家
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
杜
甫
の
詩
で
は
、
ナ
ツ
メ
の

樹
が
あ
っ
た
の
は
東
隣
に
住
む
杜
甫
の
家
で
あ
る
。
ま
た
ナ
ツ
メ
を
く
す

ね
た
婦
女
が
住
ん
で
い
る
の
は
そ
の
西
側
に
あ
た
る
た
め
、
杜
詩
に
は
こ

の
王
吉
伝
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
記
述
に
基
づ
き
、中
国
古
典
に
み
え
る
ナ
ツ
メ
を
整
理
す
る
と
、

●
仲
秋
八
月
に
実
が
な
る
植
物
（『
詩
経
』）、
●
不
老
長
寿
を
も
た
ら
す

も
の
（『
斉
民
要
術
』
所
引
『
史
記
』『
神
異
経
』『
神
仙
伝
』
傅
玄
「
賦
」）、

●
客
人
を
も
て
な
す
た
め
の
ご
馳
走
（『
遊
仙
窟
』）、
●
保
存
食
（『
遊
仙

窟
』）、
●
王
吉
の
故
事
（『
漢
書
』）
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

Ⅱ　

杜
詩
に
お
け
る
ナ
ツ
メ

　

杜
詩
に
お
け
る
ナ
ツ
メ
は
、「
又
呈
呉
郎
」
を
含
め
、
わ
ず
か
五
首
に

限
ら
れ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
こ
れ
ら
に
は
神
仙
に
関
わ
る
も
の
が
全
く
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な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
制
作
年
代
順
に
確
認
し
よ
う
。

　

「
雨
過
蘇
端
」（
巻
四
）に
は
、次
の
よ
う
に
ナ
ツ
メ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

也
復
可
憐
人　

也ま

た
復ま

た
可
憐
の
人
と
な
り

　

呼
児
具
梨
棗0　

児
を
呼
び
て
梨
棗
を
具
え
し
む

　

仇
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
の
春
、
安
禄
山
の

乱
に
よ
り
、
杜
甫
が
長
安
に
軟
禁
さ
れ
て
い
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
雨
の
中
、
友
人
の
蘇
端
の
家
を
訪
問
し
、
酒
の
も
て
な
し
を
受
け

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蘇
端
は
子
ど
も
に
杜
甫
の
た
め
に
ナ
シ
と
ナ

ツ
メ
を
用
意
さ
せ
て
い
る
。
春
だ
と
す
れ
ば
、
ナ
ツ
メ
は
乾
燥
さ
せ
た
も

の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ナ
シ
も
初
霜
後
の
保
存
方
法
が
『
斉
民
要
術
』

巻
四
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
で
も
客
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
は
あ
っ
た
ろ
う
。
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
ナ
シ
と
ナ
ツ
メ
が
出

さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、こ
れ
は
秋
に
作
ら
れ
た
詩
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ど
の
季
節
の
歌
な
の
か
を
結
論
づ
け
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ナ
ツ
メ
が

客
を
も
て
な
す
に
値
す
る
ご
馳
走
の
一
つ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

次
に
あ
げ
た
「
百
憂
集
行
」（
巻
一
〇
）
は
上
元
二
年
（
七
六
一
）、
杜

甫
が
成
都
に
い
る
と
き
の
作
で
、
幼
い
頃
を
思
い
出
し
、
現
状
を
憂
え
る

詩
で
あ
る
。
ナ
ツ
メ
は
幼
少
の
頃
を
思
い
出
す
冒
頭
に
、

　

憶
年
十
五
心
尚
孩　

憶
う
年
十
五　

心
は
尚
お
孩
な
り

　

健
如
黄
犢
走
復
来　

健
や
か
な
る
こ
と
黄
犢
の
如
く
走
り
復
た
来
た
る

　

庭
前
八
月
梨
棗
熟

0

0

0

0

0　

庭
前
八
月
に
梨
棗
熟
し

　

一
日
上
樹
能
千
迴　

一
日
樹
に
上
る
こ
と
能
く
千
迴
す

と
み
え
る
。「
黄
犢
」
は
子
牛
。「
十
五
」
と
い
う
年
齢
は
「
志
学
」
に
あ

た
る
。
こ
こ
で
、
杜
甫
は
学
問
に
志
す
べ
き
年
齢
で
あ
る
の
に
、
ま
だ
子

ど
も
の
よ
う
に
木
登
り
を
し
て
ナ
シ
や
ナ
ツ
メ
を
ほ
お
ば
る
自
身
の
姿
を

思
い
描
く
。
こ
の
詩
か
ら
、
ナ
ツ
メ
は
杜
甫
に
と
っ
て
仲
秋
を
象
徴
す
る

風
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
健
康
的
な
青
年
期
の
杜
甫
の
原
風
景
に
あ
た
る

も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

「
李
潮
八
分
小
篆
歌
」（
巻
一
八
）
に
み
え
る
ナ
ツ
メ
は
、
以
上
に
み

て
き
た
も
の
と
は
異
な
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
甥
、
李
潮
の
書
を
褒
め
る
詩

で
、
七
・
八
句
目
に
ナ
ツ
メ
が
み
え
る
。

　

嶧
山
之
碑
野
火
焚　

嶧
山
の
碑
は
野
火
焚や

き

　

棗
木

0

0

伝
刻
肥
失
真　

棗
木
の
伝
刻
は
肥
え
て
真
を
失
う

　

こ
こ
で
杜
甫
は
、
嶧
山
に
あ
る
、
秦
の
始
皇
帝
の
時
代
に
活
躍
し
た
能

書
家
で
も
あ
っ
た
李
斯
の
碑
文
が
野
火
に
焼
か
れ
、
ま
た
、
こ
の
碑
文
の

拓
本
を
も
と
に
作
ら
れ
た
ナ
ツ
メ
を
素
材
と
す
る
板
木
も
線
が
太
く
な

り
、
原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
、
と
い
う
。
こ
こ
で
は
板
木
に
な
る
、
実

用
的
な
ナ
ツ
メ
の
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
板
木
と
し
て
の
ナ
ツ
メ
は
従
来

の
作
品
に
は
見
え
な
い
特
殊
な
例
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

「
秋
野
五
首
」〈
其
一
〉（
巻
二
〇
）
は
「
又
呈
呉
郎
」
に
先
行
す
る
詩

で
、
大
暦
二
年
の
作
で
あ
る
。
頸
聯
で
杜
甫
が
瀼
西
の
宅
を
呉
郎
に
譲
る

前
、
隣
に
住
む
婦
人
が
ナ
ツ
メ
を
く
す
ね
て
い
く
の
を
黙
っ
て
み
て
い
る

こ
と
描
い
て
い
る
。

　

棗
熟

0

0

従
人
打　

棗
熟
せ
ば
人
の
打
つ
に
従ま
か

せ

　

葵
荒
欲
自
鋤　

葵
荒
る
れ
ば
自
ら
鋤す

か
ん
と
欲
す

　

以
上
の
よ
う
に
、
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
ナ
ツ
メ
は
、
●
客
人
を
も
て
な



－　 －8

す
た
め
の
ご
馳
走
（「
雨
過
蘇
端
」）、●
仲
秋
の
収
穫
物
（「
百
憂
集
行
」）、

●
板
木
を
作
る
た
め
の
素
材
（「
李
潮
八
分
小
篆
」）、
●
共
有
す
べ
き
食

べ
物
（「
秋
野
」「
又
呈
呉
郎
」）
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

　

ナ
ツ
メ
は
杜
甫
に
と
っ
て
は
、
生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
、
仲
秋
を
象

徴
す
る
、
ま
た
幼
少
期
を
思
い
出
さ
せ
る
食
べ
物
で
あ
っ
た
。
杜
甫
の
詩

か
ら
は
ど
れ
だ
け
空
腹
を
満
た
せ
る
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
た

だ
、
従
来
の
作
品
で
は
主
に
不
老
長
寿
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
比
較
的
栄
養
価
の
高
い
果
実
の
一
つ
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
人
に
分
け
与
え
る
価
値

の
あ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

Ⅲ　

杜
詩
以
前
の
文
芸
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
ナ
ツ
メ

　

杜
甫
以
前
の
文
芸
作
品
で
ナ
ツ
メ
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
以
下
、『
文
選
』
及
び
杜
甫
以
前
の
詩
を
確
認
し
よ
う
。

　

『
文
選
』
に
は
二
例
ナ
ツ
メ
が
み
ら
れ
る
。
一
つ
は
、西
晋
・
左
思
「
魏

都
賦
」（『
文
選
』
巻
六
）
に
、
魏
の
都
鄴
に
集
ま
る
名
産
物
の
一
つ
と
し

て
「
淇
洹
の
筍
、信
都
の
棗

0

0

0

0

（
淇
洹
之
筍
、信
都
之
棗
）」
と
い
う
よ
う
に
、

タ
ケ
ノ
コ
と
並
称
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
例
は
西
晋
・
潘
岳「
笙
賦
」

（『
文
選
』
巻
一
八
）
に
み
え
る
。
こ
こ
に
は
笙
に
あ
わ
せ
て
う
た
わ
れ

る
歌
で
あ
る
「
棗
下
之
纂
纂
」
の
歌
詞
に
、

　

棗
下
纂
纂
、朱
実
離
離

0

0

0

00

0

0

0

0

。
宛
其
落
矣
、化
為
枯
枝
。
人
生
不
能
行
楽
、

死
何
以
虚
謚
為
。

　

棗
下
纂
纂
と
し
て
、
朱
実
離
離
た
り
。
宛
と
し
て
其
れ
落
ち
な
ば
、

化
し
て
枯
枝
と
為
ら
ん
。
人
生
行
楽
す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
死
し
て

何
を
か
虚
謚
を
以
て
為
さ
ん
。

と
み
え
る
。
こ
の
部
分
は
「
ナ
ツ
メ
の
木
の
下
は
、
あ
か
い
実
が
多
く
垂

れ
下
が
っ
て
い
る
、
し
か
し
、
そ
の
実
が
落
ち
た
ら
、
枯
れ
枝
ば
か
り
と

な
る
。
人
と
し
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
の
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
死
ん
で
よ
い
お
く
り
な
を
も
ら
っ
て
も
意
味
が
な
い
」
と
い
っ
た
ほ

ど
の
意
味
に
な
ろ
う
。
こ
の
「
笙
賦
」
以
降
、
棗
の
歌
を
吹
く
た
め
の
楽

器
、つ
ま
り
「
棗
」
が
「
笙
」
と
い
う
楽
器
そ
の
も
の
を
指
す
こ
と
に
な
っ

た
。
あ
わ
せ
て
、
棗
の
歌
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
棗
は
人
生
を
楽
し
む

こ
と
す
す
め
る
象
徴
と
も
な
る
。

　

杜
甫
以
前
の
詩
の
用
例
に
つ
い
て
、逯
欽
立『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』

（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
）
を
調
べ
て
み
る
と
、「
棗
」
は
一
八
例
み

ら
れ
た
。
以
下
、
煩
を
厭
わ
ず
全
て
の
例
を
左
に
示
そ
う
。

①
甘
瓜
抱
苦
蒂
、
美
棗

0

0

生
荊
棘
。

（「
古
詩
二
首
」〈
其
二
〉『
全
漢
詩
』
巻
一
二
）

②
黄
葉
離
高
柯
、
丹
棗

0

0

坐
自
零
。
不
惜
棗0

自
零
、
念
我
少
弟
兄
。

（
傅
玄
「
歌
」『
全
晋
詩
』
巻
一
）

③
飢
食
野
棗
実

0

0

0

。（
傅
玄
「
詩
」『
全
晋
詩
』
巻
一
）

④
北
園
有
一
棗

0

0

、
布
葉
垂
重
陰
。
外
雖
饒
棘
刺
、
内
実
有
赤
心
。

（
趙
整
「
諷
諫
詩
二
首
」〈
其
二
〉『
全
晋
詩
』
巻
一
四
）

⑤
欲
求
棗
下

0

0

吹
、別
有
江
南
枝
。（
謝
朓
「
秋
竹
曲
」『
全
斉
詩
』
巻
三
）

⑥
鵾
鶏
已
啁
哳
、棗
下

0

0

復
林
離
。（
沈
約
「
詠
笙
詩
」『
全
梁
詩
』
巻
七
）

⑦
殿
多
仙
女
、
従
来
難
比
方
。
…
…
散
黄
分
黛
色
、
薫
衣
雑
棗
香

0

0

。
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（
王
訓
「
奉
和
率
爾
有
詠
詩
」『
全
梁
詩
』
巻
九
）

⑧
猶
聞
棗
下

0

0

吹
、
尚
識
杏
間
堂
。

（
劉
孝
綽
「
発
建
興
渚
示
到
陸
二
黄
門
詩
」『
全
梁
詩
』
巻
一
六
）

⑨
翠
竹
垂
秋
采
、
丹
棗

0

0

映
疎
砧
。

（
梁
簡
文
帝
「
納
涼
詩
」『
全
梁
詩
』
巻
二
一
）

⑩
踊
躍
頳
魚
出
、
参
差
絳
棗

0

0

浮
。

（
庾
肩
吾
「
三
日
侍
蘭
亭
曲
水
宴
詩
」『
全
梁
詩
』
巻
二
三
）

⑪
棗
野

0

0

良
知
歎
、
瓠
河
今
可
儔
。

（
梁
元
帝
「
登
隄
望
水
詩
」『
全
梁
詩
』
巻
二
五
）

⑫
錦
帳
自
飄
颺
、
笙
歌
棗
下
曲

0

0

0

。

（
費
昶
「
行
路
難
二
首
」〈
其
二
〉『
全
梁
詩
』
巻
二
七
）

⑬
門
前
一
株
棗

0

0

0

、
歳
歳
不
知
老
。
阿
婆
不
嫁
女
。
那
得
孫
児
抱
。

（「
折
楊
柳
枝
歌
四
曲
」〈
其
二
〉『
全
梁
詩
』
巻
二
九
）

⑭
東
棗

0

0

羞
朝
座
、
西
桃
献
夜
宮
。

（
李
昶
「
陪
駕
幸
終
南
山
詩
」『
全
北
周
詩
』
巻
一
）

⑮
漢
帝
看
桃
核
、
斉
侯
問
棗
花

0

0

。

（
庾
信
「
道
士
歩
虚
詞
十
首
」〈
其
二
〉『
全
北
周
詩
』
巻
二
）

⑯
南
国
美
人
去
、
東
家
棗
樹
完

0

0

0

0

0

。

（
庾
信
「
詠
懐
詩
二
七
首
」〈
其
二
二
〉
同
右
）

⑰
同
甘
玉
文
棗

0

0

0

、
俱
飲
流
霞
薬
。

（
張
正
見
「
神
仙
篇
」『
全
陳
詩
』
巻
二
）

⑱
浮
棗

0

0

漾
清
漪
、
落
花
懸
度
影
。

（
江
総
「
三
日
侍
宴
宣
猷
堂
曲
水
詩
」『
全
陳
詩
』
巻
八
）

　

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
従
来
の
用
例
を
踏
襲
す
る
、
⑨
の
よ
う
な
秋
を
象

徴
し
た
り
、
⑮
の
よ
う
な
神
仙
の
食
べ
物
を
意
味
し
た
り
す
る
も
の
が
あ

る
一
方
で
、
そ
れ
ら
に
は
収
ま
ら
な
い
意
味
合
い
を
持
つ
例
が
あ
る
。

　

①
は
「
甘
き
瓜
は
苦
き
蒂へ

た

を
抱
き
、
美
き
棗
は
荊
棘
を
生
ず
」
と
い
う

よ
う
に
、
美
味
な
果
実
は
そ
の
味
と
は
逆
の
も
の
、
ナ
ツ
メ
の
場
合
は
棘

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
④
で
も
ナ
ツ
メ
の
ト
ゲ
が

着
目
さ
れ
て
い
る
。

　

⑩
に
は
「
踊
躍
と
し
て
頳て

い

魚ぎ
ょ

出
で
、
参
差
と
し
て
絳
棗
浮
ぶ
」
と
み
え

る
。
は
、「
頳
魚
」
は
赤
い
鱗
の
魚
。「
絳
棗
」
は
赤
い
ナ
ツ
メ
。
こ
こ
で

の
ナ
ツ
メ
は
詩
題
か
ら
も
判
断
で
き
る
よ
う
に
晩
春
の
三
月
を
象
徴
す
る

植
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
⑱
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

　

⑪
は
、
隄
に
登
っ
て
川
を
眺
め
つ
つ
、
愁
い
を
う
た
っ
た
も
の
。
そ
の

堤
防
か
ら
み
た
風
景
を
「
棗
野
良ま

こ
と

に
歎
を
知
り
、瓠
河
今
儔
と
す
べ
し
」

と
描
く
。「
瓠
」
は
ひ
さ
ご
。
酒
を
入
れ
る
ひ
ょ
う
た
ん
だ
と
す
れ
ば
、

酒
を
飲
む
こ
と
で
愁
い
を
は
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
か
。「
棗
野
」
は
潘

岳
「
笙
賦
」
に
み
え
る
歌
詞
を
象
徴
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
愁
い
を
解
消

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

特
に
注
目
し
た
い
の
は
③
の
「
飢
え
て
野
棗
の
実
を
食
ら
う
」
と
い
う

一
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
七
、
菓
部
下
・
棗
に
引
か
れ

て
い
る
も
の
で
、
詩
題
も
な
く
、
こ
の
一
句
が
取
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
前
後
は
不
明
で
あ
る
が
、
飢
餓
の
際
の
非
常
食
と
し
て
ナ
ツ
メ
が
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
唐
以
前
の
ナ
ツ
メ
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
だ
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ろ
う
。

●
地
方
の
名
産
品
（「
魏
都
賦
」）、
●
楽
曲
・
楽
器
の
笙
（「
笙
賦
」
⑤

⑥
⑧
⑪
⑫
）、
●
美
味
だ
が
棘
を
持
つ
植
物
（
①
④
）、
●
秋
・
ま
た
季

節
の
推
移
（
②
⑨
）、
●
飢
餓
の
際
の
非
常
食
（
③
）、
●
仙
界
の
食
べ

物
・
不
老
長
寿
の
象
徴
（
⑦
⑬
⑮
⑰
）、
●
季
春
三
月
の
花
（
⑩
⑱
）、

●
王
吉
の
故
事
（
⑭
⑯
）

　

続
け
て
唐
代
以
後
杜
甫
以
前
の
詩
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。『
全
唐
詩
』

（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
を
確
認
す
る
と
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
一

三
例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
〈
初
唐
〉

①
戎
葵
朝
委
露
、
斉
棗

0

0

夜
含
霜
。

（
盧
照
鄰
「
山
林
休
日
田
家
」
巻
四
二
）

②
飢
共
噬
斉
棗

0

0

、
眠
共
席
秦
蒲
。

（
沈
佺
期
「
夜
泊
越
州
、
逢
北
使
」
巻
九
五
）

　
〈
盛
唐
〉

③
簞
食
伊
何
、
疈
瓜
抓
棗0

。（
王
維
「
酬
諸
公
見
過
」
巻
一
二
五
）

④
神
与
棗0

兮
如
瓜
、
虎
売
杏
兮
収
穀
。

（
王
維
「
送
友
人
帰
山
歌
二
首
」〈
其
一
〉
巻
一
二
五
）

⑤
四
月
南
風
大
麦
黄
、
棗
花

0

0

未
落
桐
陰
長
。

（
李
頎
「
送
陳
章
甫
」
巻
一
三
三
）

⑥
窮
老
一
頽
舎
、
棗0

多
桑
樹
稀
。
無
棗0

猶
可
食
、
無
桑
何
以
衣
。

（
儲
光
羲
「
野
田
黄
雀
行
」
巻
一
三
六
）

⑦
長
雲
驟
落
日
、
桑
棗

0

0

寂
已
晦
。

（
王
昌
齢
「
宿
灞
、
上
寄
侍
御
璵
弟
」
巻
一
四
〇
）

⑧
親
見
安
期
公
、
食
棗0

大
如
瓜
。

（
李
白
「
寄
王
屋
山
人
孟
大
融
」
巻
一
七
二
）

⑨
酸
棗

0

0

垂
北
郭
、
寒
瓜
蔓
東
籬
。

（�

李
白
「
尋
魯
城
北
范
居
士
、失
道
落
蒼
耳
、中
見
范
置
酒
摘
蒼
耳
作
」

巻
一
七
九
）
＊
「
酸
棗
」
は
「
サ
ネ
ブ
ト
」
で
ナ
ツ
メ
の
一
変
種
。

⑩
貧
居
煙
火
湿
、
歳
熟
梨
棗

0

0

繁

（
韋
応
物
「
答
僩
奴
重
陽
二
甥
」
巻
一
九
〇
）

⑪
大
瓜
玄
棗

0

0

冷
如
冰
、
海
上
摘
来
朝
霞
凝
。

（
韋
応
物
「
馬
明
生
遇
神
女
歌
」
巻
一
九
四
）

⑫
村
落
皆
無
人
、
蕭
条
空
桑
棗

0

0

。

（
岑
参
「
行
軍
詩
二
首
」〈
其
一
〉
巻
一
九
八
）

⑬
手
護
崑
崙
象
牙
簡
、
心
推
霹
靂
棗
枝
盤

0

0

0

。

（
包
佶
「
宿
廬
山
、
贈
白
鶴
観
劉
尊
師
」
巻
二
〇
五
）

　

以
下
、
杜
甫
の
詩
と
関
わ
り
の
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
、
並
び
に
従

来
に
は
見
え
な
い
用
例
を
順
に
確
認
し
よ
う
。

　

②
は
、
沈
佺
期
が
越
州
（
広
東
省
合
浦
県
）
で
宿
泊
し
た
と
き
に
北
方

か
ら
の
使
者
に
出
会
い
、
そ
の
喜
び
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
飢
え

て
は
共
に
斉
の
棗
を
噬く

ら
い
、
眠
り
て
は
共
に
秦
の
蒲
を
席む
し
ろ

と
す
」
に

み
え
る
「
斉
棗
」
も
「
秦
蒲
」
も
、
北
方
を
連
想
さ
せ
る
物
資
と
し
て
描

か
れ
て
い
る㊅。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
飢
え
を
し
の
ぐ
も
の
と
し
て

ナ
ツ
メ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
み
た
傅
玄
の
詩

を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
③
は
妻
を
亡
く
し
た
王
維
が
輞
川
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荘
に
住
ん
で
い
る
と
き
に
友
人
達
が
訪
ね
て
き
た
も
の
を
う
た
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
「
簞た

ん

食し

伊こ

れ
何
ぞ
、
瓜
を
疈さ

き
棗
を
抓さ

く
」
と
あ
り
、

自
分
の
つ
つ
ま
し
い
食
生
活
を
、
ナ
ツ
メ
を
通
し
て
表
現
し
て
い
る
。
質

素
な
生
活
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
点
で
②
に
通
じ
る
点
が
あ
ろ
う
。

　

杜
甫
以
前
の
唐
詩
に
お
い
て
、
ナ
ツ
メ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
象
徴
し

て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
斉
州
の
名
産
・
北
の
食
べ
物
（
①
②
）、
●
飢
え
を
し
の
ぐ
、
質
素

な
食
べ
物
（
②
③
⑥
）、
●
神
仙
に
関
わ
る
食
べ
物
（
④
⑧
⑪
）、
●
春

の
お
わ
り
の
花
（
⑤
）、●
冬
の
到
来
（
⑦
）、●
隠
者
の
住
ま
い
（
⑨
）、

●
秋
の
象
徴
（
⑩
）、
●
荒
廃
し
た
村
（
⑫
）、
●
道
士
の
道
具
（
⑬
）

　

杜
甫
以
前
の
詩
に
お
け
る
ナ
ツ
メ
は
こ
の
よ
う
に
、
秋
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
り
、
楽
器
あ
る
い
は
楽
曲
を
象
徴
し
た
り
、
ま

た
仙
界
や
仙
人
の
食
べ
物
と
関
わ
る
描
き
か
た
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
る
が
、飢
え
を
凌
ぐ
食
べ
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
が「
又

呈
呉
郎
」
の
ナ
ツ
メ
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
句

目
の
「
無
食
」、三
句
目
の
「
困
窮
」、そ
し
て
七
句
目
の
「
貧
到
骨
」
が
、

西
隣
に
住
む
婦
人
の
、
非
常
に
厳
し
い
飢
餓
状
態
を
意
味
し
て
い
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

従
来
、
主
流
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
飢
え
を
凌
ぐ
た
め
の
食
品
と
し

て
ナ
ツ
メ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
杜
甫
は
こ
う
し
た
ナ

ツ
メ
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
又
呈
呉
郎
」
に
お
い
て
継
承
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め

　

改
め
て
杜
甫
の
詩
を
省
み
る
と
、
従
来
に
は
な
い
板
木
に
使
わ
れ
た
ナ

ツ
メ
を
描
く
例
も
あ
っ
た
が
、
主
に
仲
秋
を
象
徴
す
る
果
実
と
し
て
ナ
ツ

メ
の
実
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

杜
甫
に
と
っ
て
の
ナ
ツ
メ
は
、
幼
少
期
の
秋
の
思
い
出
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
、
幸
せ
な
生
活
と
結
び
つ
い
た
食
べ
物
と
い
う
意
味
合
い
が
強

い
。
ま
た
、
秋
を
象
徴
す
る
食
べ
物
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、『
詩
経
』

豳
風
に
描
か
れ
て
い
た
ナ
ツ
メ
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
て
い
よ
う
。

　

杜
甫
に
と
っ
て
ナ
ツ
メ
は
、
飢
え
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
客

人
を
も
て
な
す
食
べ
物
と
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
客
人
を
満
足
さ
せ
る
果

実
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
単
に
飢
え
を
凌
ぐ
と

い
う
よ
り
も
、
人
と
収
穫
の
幸
せ
を
分
か
ち
合
う
た
め
の
収
穫
物
の
一
つ

─
─
そ
れ
が
ナ
ツ
メ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
秋
野
五
首
」〈
其
一
〉
で
は
、
こ
の
婦
人
を
単
に
「
人
」

と
表
現
し
て
い
た
の
に
対
し
、「
又
呈
呉
郎
」
で
は
「
西
鄰
」
と
具
体
的

に
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
語
句
に
つ
い
て
仇
注

は
『
易
』
既
済
、
九
五
の
爻
辞
を
引
く
。

　

東
鄰
殺
牛
、
不
如
西
鄰
之
禴
祭
。
実
受
其
福
。

　

東
鄰
牛
を
殺
す
は
、
西
鄰
の
禴
祭
に
如
か
ず
。
実
に
其
の
福
を
受
く
。

　

「
禴
祭
」
は
、
質
素
な
祭
り
。
東
隣
の
牛
を
殺
し
た
贅
沢
な
祭
り
よ
り

も
西
隣
の
祭
り
の
ほ
う
が
実
質
的
な
福
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
杜
甫
が
わ

ざ
わ
ざ
「
西
隣
」
と
断
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
不
幸
な
婦
人
に
幸
福
が
く
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る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
ナ
ツ
メ
は
こ

の
詩
に
お
い
て
、
福
を
も
た
ら
し
得
る
果
実
と
し
て
、
効
果
的
な
働
き
を

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
注
】

㊀　

杜
詩
の
果
物
に
つ
い
て
言
及
し
た
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
、
古

川
末
喜
『
杜
甫
農
業
詩
研
究
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
年
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ミ
カ
ン
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
、
同
書
Ⅳ－

１
「
杜
甫
の

蜜
柑
詩
と
み
か
ん
園
経
営
」
に
詳
し
い
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
描
い
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
「
桜
桃
」（『
杜
甫
論
集
』
筑
摩
書
房
、
一

九
八
〇
年
）
に
詳
し
い
。

㊁　

以
下
杜
甫
の
詩
を
引
用
す
る
際
は
『
杜
詩
詳
注
』
に
よ
り
、
巻
数
だ

け
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
は
『
杜
甫

全
詩
訳
注
㈠
～
㈣
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、二
〇
一
六
年
）を
参
照
し
た
。

㊂　

「
呉
郎
」
が
娘
婿
を
指
す
可
能
性
に
関
し
て
は
、「
又
呈
呉
郎
」
の

前
に
み
え
る
、「
簡
呉
郎
司
法
」
に
附
さ
れ
た
清
・
顧
宸
『
辟
疆
園
杜

詩
註
解
』
巻
五
に
、「
呉
は
必
ず
公
の
姻
婭
な
る
が
故
に
呼
び
て
郎
と

為
し
、之
を
親
と
す
る
な
り
（
呉
必
公
之
姻
婭
、故
呼
為
郎
、親
之
也
）」

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、「
郎
」
が
娘
婿
を
意
味
す
る
具
体
的
な

杜
甫
の
前
例
と
し
て
、
顔
之
推
『
顔
子
家
訓
』
治
家
篇
に
み
え
る
「
南

陽
に
人
有
り
…
…
性
殊
に
倹
吝
な
り
。冬
至
の
後
女
壻

0

0

之
に
謁
す
れ
ば
、

乃
ち
一
銅
甌
の
酒
、
数
臠
の
麞
肉
を
設
く
。
壻
其
の
単
率
を
恨
み
て
、

一
た
び
挙
げ
て
之
を
尽
く
す
。
主
人
愕
然
と
し
て
、
俛
仰
し
て
益
す
を

命
ず
。
此
く
の
如
き
こ
と
再
び
す
。
退
き
て
其
の
女
を
責
め
て
曰
く
、

某
郞

0

0

酒
を
好
む
が
故
に
汝
常
に
貧
た
り
、
と
（
南
陽
有
人
…
…
性
殊
倹

吝
。
冬
至
後
女
壻
謁
之
、乃
設
一
銅
甌
酒
、数
臠
麞
肉
。
壻
恨
其
単
率
、

一
挙
尽
之
。
主
人
愕
然
、
俛
仰
命
益
、
如
此
者
再
。
退
而
責
其
女
曰
、

某
郞
好
酒
、
故
汝
常
貧
）」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

㊃　

簡
錦
松
『
杜
甫
虁
州
詩
現
地
研
究
』（
二
八
四
・
二
八
八
頁
、
台
湾

学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
）、
ま
た
、
前
掲
『
杜
甫
農
業
詩
研
究
』（
三

〇
六
頁
）
参
照
し
た
。

㊄　

漢
名
の
植
物
を
和
名
に
比
定
す
る
に
際
し
て
は
、
伊
東
千
惠
子
『
中

日
植
物
名
称
対
照
表
〔
増
訂
版
〕』（
内
山
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参

照
し
た
。

㊅　

こ
の
詩
に
解
釈
に
つ
い
て
は
、連
波
・
査
洪
徳『
沈
佺
期
詩
集
校
注
』

（
一
九
頁
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）、
陶
敏
・
易
淑
瓊
『
沈

佺
期
宋
之
問
集
校
注
』（
上
冊
一
二
七
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）

を
参
照
し
た
。

〔
附
記
〕
＊
本
稿
は
、
平
成
二
九
年
度
語
学
文
学
会
（
於
北
海
道
教
育
大

学
釧
路
校
）
に
お
い
て
「
杜
詩
と
棗
」
と
題
し
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
当
日
、多
く
の
会
員
か
ら
御
批
正
・
ご
指
導
を
賜
っ
た
。

　

ま
た
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度JSPS 

科
研
費JP16K

1321 

「
辟
疆
園

杜
詩
註
解
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
特
記
し
て

謝
意
を
表
す
。


